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中国主要遺跡

ガイド

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群

実
、
，
ん
ぽ
Mm

ア
ス
タ
ー
ナ
(
阿
斯
塔
那
、
漢
名
は
三
笠
)
古

墓
群
は
、
カ
ラ
ホ

l
ジ
ヤ
(
恰
技
和
卓
、
漢
名
は

ご
隻
)
古
墓
群
と
と
も
に
、
高
昌
故
城
の
北
方
に

広
が
る
墓
葬
域
で
あ
り
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
範
囲
で
は
、
そ
の
造
営
年
代
は
三

1
八
世
紀

の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

盆
地
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
中
国

内
地
よ
り
流
入
し
て
き
た
漢
人
が
高
昌
故
城
を

中
心
と
し
て
勢
力
を
伸
張
さ
せ
、
五
世
紀
半
ば

以
降
は
完
全
に
盆
地
全
体
を
掌
握
し
て
い
た
時

代
に
あ
た
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
高
昌
故
城
の

ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
(
共
同
墓
葬
区
)
と
し
て
の
性
格

を
も
っ
本
古
墓
群
も
、
被
葬
者
は
ほ
ぼ
こ
う
し

た
漢
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

記
録
に
よ
れ
ば
、
既
に
清
朝
末
期
の
宣
統
二

年
二
九
一

O
)
一
O
月
に
、
巡
検
の
張
清
が
三

室
(
ア
ス
タ
ー
ナ
)
を
発
掘
し
て
い
る
ら
し
い

が
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
墓
を
発
掘
し
た
の
は
、

一
九
一
二
年
の
大
谷
探
検
隊
と
一
九
一
五
年
の

ス
タ
イ
ン
探
検
隊
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
中

国
か
ら
も
、
一
九
三

O
年
に
西
北
科
学
考
査
団

こ
ャ
っ
ぷ
ん
ひ
っ

に
参
加
し
た
黄
文
弼
が
、
さ
ら
に
中
華
人
民
共

和
国
成
立
後
の
一
九
五
九

1
七
五
年
に
か
け
て
、

新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
の
考
古
工
作
隊

ら
が
中
心
と
な
っ
て
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
の
発

掘
調
査
を
行
っ
た
。
現
在
で
も
、
地
元
の
吐
魯

番
地
区
博
物
館
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
を
継
続

し
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
の
人
々
や
機
関
が

発
掘
に
従
事
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

古
墓
群
全
体
の
墓
葬
分
布
図
は
い
ま
だ
作
成
も

し
く
は
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
で
も
正
確

な
墓
葬
域
の
規
模
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
一
九
八
八
年
に
行
わ
れ
た
普
査
(
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
サ
ヴ
ェ
イ
)
隊
に
よ
る
簡
単
な
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
盆
地
の
遺
跡
分
布
調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ス
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タ
l
ナ
古
墓
群
の
規
模
を
約
一

O
平
方
キ
ロ
討

と
報
告
し
て
お
り
、
か
な
り
広
大
な
範
囲
に
墓

が
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
た
だ
し
上

記
報
告
に
は
同
古
墓
群
の
年
代
を
普
1
元
と
し
て

い
る
)
。
一
九
五
九

i
七
五
年
に
お
け
る
発
掘
調

査
で
は
、
カ
ラ
ホ

l
ジ
ャ
古
墓
群
も
含
ま
れ
る

が
、
全
部
で
四
五
六
基
に
お
よ
ぶ
墓
を
発
掘
し

て
い
る
。
個
々
の
墓
の
規
模
は
、
最
大
の
も
の

で
も
墓
道
か
ら
墓
室
ま
で
二
五
討
前
後
の
も
の



れ
き

で
あ
る
が
(
磯
石
の
墳
丘
下
に
地
下
式
の
墓
室
が

あ
り
、
ス
ロ
ー
プ
を
な
し
た
墓
道
に
よ
っ
て
墓
門
に

い
た
る
構
造
)
、
同
族
の
墓
葬
域
(
盤
域
)
を
石
塊

で
作
ら
れ
た
線
欄
(
エ
ン
ク
ロ

1
ジ
ャ

l
)
に
よ

っ
て
示
す
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

め
い
き

出
土
品
と
し
て
、
多
く
の
織
物
や
明
器
類
を

は
じ
め
、
ク
ッ
キ
ー
、
ワ
ン
タ
ン
な
ど
の
食
料

品
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
美
術
史
や
当
時
の
食

生
活
を
さ
ぐ
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
が
、

何
と
言
っ
て
も
、
こ
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
を

有
名
に
し
た
の
は
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
多
く

の
古
文
書
の
存
在
で
あ
る
。
現
在
、
敦
燈
文
書

と
並
ん
で
中
国
お
よ
び
内
陸
ア
ジ
ア
の
歴
史
研

究
に
重
要
な
一
次
史
料
を
提
供
し
て
い
る
。
先

の
一
九
五
九
年
か
ら
の
発
掘
で
も
、
一
一
八
基アスタナ古墓画

の
古
墓
か
ら
文
書
が
出
土
し
、
全
二
万
七

O
O

O
点
余
り
の
断
片
か
ら
整
理
作
業
の
結
果
、
漢

文
文
書
約
千
六
百
点
が
、
得
ら
れ
た
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
文
書
の
年
代
は
、
最
古
の
も
の
が

前
涼
の
升
平
一
一
年
(
三
六
七
)
、
最
も
降
る
も

の
で
は
、
唐
の
大
暦
一
三
年
(
七
七
八
)
に
お
よ

ん
で
い
る
。
副
葬
品
リ
ス
ト
で
も
あ
る
随
葬
衣

物
疏
以
外
で
は
、
そ
の
多
く
が
被
葬
者
の
靴
や

冠
帯
、
あ
る
い
は
遺
体
の
下
に
敷
か
れ
て
い
た

む
し
ろ

芯
聞
に
貼
ら
れ
た
り
し
て
二
次
利
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
断
片
文
書
が
大
部
分
で
あ

る
が
、
文
書
の
内
容
は
官
・
私
文
書
と
も
に
多

岐
に
わ
た
り
、
当
代
の
政
治
・
社
会
・
経
済
・

文
化
に
関
す
る
豊
富
な
情
報
を
そ
こ
か
ら
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
発
掘
の
経
緯
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文

書
は
、
世
界
各
国
の
図
書
館
や
研
究
所
に
散
在

し
て
お
り
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
す
べ
て
の

存
在
が
確
認
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
群
の
造
営
時
期
(
三

1
八

世
紀
)
か
ら
、
出
土
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
漢
文
文

書
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
数
少
な
い

な
が
ら
も
チ
ベ
ッ
ト
語
や
ソ
グ
ド
語
の
文
書
も

出
土
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
文
書

も
出
土
し
た
と
指
摘
す
る
研
究
者
も
存
在
す
る

が
、
そ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
先
述
の
普
査
隊

の
報
告
に
「
阿
斯
塔
那
仏
塔

(A)
・
(B)

〔

(A)
・
残
高
約
七

m
〕
」
と
あ
り
、
こ
の
古
墓

群
に
仏
塔
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
報

告
で
は
、
唐
代
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る
が
、

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墓
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
仏
塔

状
の
建
造
物
と
関
係
が
あ
る
墓
は
、
こ
れ
ま
で

の
報
告
に
よ
る
限
り
、
ウ
イ
グ
ル
時
代
に
か
か

る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ア
ス
タ

ー
ナ
古
墓
の
造
営
年
代
を
明
確
に
す
る
た
め
に

も
、
仏
塔
周
辺
の
発
掘
調
査
が
望
ま
れ
る
。

(
荒
川
正
精
)

A'ロ〉
H
，
〉

所
在
地
・
:
新
一
揖
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
・
吐
魯
番
地
区
・

吐
魯
番
市
・
三
笠
郷
【
北
緯
足
。
足
、
包
ミ

東
経
3
4
一、さミ】

時
代
・
・
・
・
:
漢
人
墓
は
一
ニ
3
八
世
紀
(
酉
晋
1
唐
代
)

参
観
:
:
:
可
(
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
博
物
館
お
よ

ぴ
吐
魯
番
地
区
博
物
館
に
出
土
口
問
を
展
示
)
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